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1月 23日･26日･27日開催。

そのまま販売できそうな「ボール置き」や「小物

入れ」などの木工作品、リースや裁縫作品など、お

家の方々の手助けがあって完成できたものがたくさ

んありました。

子どもたちにとっては、楽しく一緒に物作りをし

たことがよい思い出になったと思います。

自由研究でも、「道路がこおらないよう塩をまく

ことを知り、塩水はこおらないのか、他の水はどう

なのか」に興味を持ち実験をしたものや、自分の

好きなこと、関心のあること、楽しいことなどに

ついて、インターネットなどを利用しながら調べ

てまとめたものなどがありました。

洗濯ばさみのバネを利用して、フワフワの玉を

飛ばし、紙コップに入れるゲームを作った 2 年生

もいました。これからも、子どもたちの探求心や

創作意欲を大事に育てていきたいものです。

力作揃いの中で特に感心したのは、4 年生の○君の「しんさ

いから三年後の風景」です。3.11東日本大震災から 3年以上過ぎた今、復興はどこまで進んでいるかを確か

めるために、夏休み中に三陸鉄道を利用しながら久慈市から宮古市までの沿岸地域を見て回り、写真に撮り、

ノートと模造紙にまとめたものです。「いろいろな景色を見たけど、改めて地震と津波の大きさにびっくり

したし、三年以上たった今でも直っていない建物はたくさんある。みんなが笑えるようになればいいと思う。」

と感想を述べています。

建造物ですら復旧・復興にはまだまだ時間がかかりそうです。

まして、人の心の回復は簡単ではありません。しかし、困って

いる人や悩んでいる人、弱い立場にいる人の気持ちに思いを向

ける人々は少なくありません。子どもたちにも人の痛みが分か

り、人のために役立とうとする大人になってほしいと願ってい

ます。

2 学期末に 4

年生が中心に行

った「赤い羽根

共同募金」では、募金総額「21，833 円」

が集まり、 12 月 26 日に代表児童が久慈

市共同募金委員会に届けましたのでお知ら

せします。

ご協力、ありがとうございました。

【学校教育目標】【学校教育目標】【学校教育目標】【学校教育目標】

『心身ともにたくましく『心身ともにたくましく『心身ともにたくましく『心身ともにたくましく

人間性豊かな児童の育成』人間性豊かな児童の育成』人間性豊かな児童の育成』人間性豊かな児童の育成』



3 学期が始まり県内では、インフルエンザによる学校閉鎖等が

数多く出ています。本校でも現在 5 名の罹患児童がありますし、

頭痛、腹痛などの体調不良を含めると本日は全校で 10 名が休ん

でいます。

今後も感染、発症が広がらないか大変心配しています。家庭内での感染も考えられますので、十分気をつ

けてください。

【予防策】 【罹患した場合】

●予防接種を受けること ☆通院した病院名や医者の診断結果

●人混みを避けること などを担任にお知らせ願います。

●部屋の湿度を 50～ 60％に保つこと 発症した後 5日、解熱してから 2

●手洗い（手首や指間も）やうがいをすること 日間程度、経過を観察してからの

●バランスの良い食事や十分な睡眠をとること 登校となります。休んでいる間、

●寒くない服装にすること 欠席ではなく出席停止となります。

☆☆☆ 予防のために、ご来校の際には玄関に用意してある消毒液をご利用ください。 ☆☆☆

1月 28日（水）、業間休みに実施。

非常ベルが鳴り、避難指示の放送があってから、避

難場所で全員の人員確認が終わるまで 2 分 40 秒でし

た。

すばやい行動ができたこと、放送内容を正確に聞き

取って行動したことを褒めました。「おかしも」（押さない、駆けない、し

ゃべらない、戻らない）と「火を出さないことが一番大事（火遊びをしな

いこと）」、「煙を吸い込むと危ないのでハンカチなどで口元を覆うこと」

などを確認しました。

実際に火事の現場を見たことのない子どもたちにとっては、現実味の薄

い訓練かもしれませんが、一度火事が発生すれば、生命、財産などすべて

を失うこともありえます。訓練を通して防災意識を高めていくことが大切

だと考えています。ご家庭でも火の取り扱いには十分気をつけるようにお話しください。

平山保育園から本校校門にかけて、非常に狭い道路であり、車のすれ違

いにも気を遣います。冬季には、凍結するとさらに危険性が高く心配して

いたところですが、いよいよ拡幅工事が着工されます。

2月 9日～ 13日にかけて、道路沿いに立つ樹木の伐採工事が行われます。

児童への安全指導は学校でも行いますが、付近を車で通行される場合には、今まで以上

に徐行等の安全配慮をお願いします。


